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良質な地域医療の
環境整備
　2009 年、中核市となった前橋に「市保健所」
が設置された。市保健センターでの母子保健や
健康増進等に関するサービスの拡大に加え、県
管轄の感染症・精神保健・食品・動物愛護等の
専門サービスが移行され、「市」という身近な
自治体で、きめ細かな地域保健サービスが可能
となった。
　昨春から所長を務める中村さんは、神経内科
を専門とする医師。「原因不明の病気の原因を
突き止めてみたいという研究心から、筋萎縮性
側索硬化症やパーキンソン病といった神経変性
疾患と相対する神経内科を選びました」県立病
院等では主に脳卒中に内科治療からアプロー
チ。勤務医の現場では「仕事が忙しくて検査や
治療に行けない」という患者の多いことに驚き、
各事業所におけるワークライフバランスの必要
性を感じた。
　今はひとりの患者だけでなく、住民の健康や
衛生を支える公的機関の長として、地域全体の
医療・保健衛生と相対する。中でも病気や怪我
の「予防」を重視。「特に前橋のみなさんには
禁煙とがん検診の受診をお願いしたい。喫煙者
の肺がんリスクは非喫煙者の数倍。禁煙とがん
の早期発見・治療は、確実に『健康寿命』を伸
ばします」
　学生時代はノルディックスキーの選手。「食
の安全対策」、「エイズ予防」や「自殺対策ネッ
トワーク」の立ち上げ等、地域における山積み
の課題も、細身のからだから、ジワジワにじむ
体育会系精神で、乗り越えてくれるだろう。
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